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当社子会社である損害保険ジャパン株式会社（以下、損保ジャパン）における、

ビッグモーター社（株式会社ビッグモーター、株式会社ビーエムホールディングス、

株式会社ビーエムハナテンの３社をいいます）による自動車保険金の不正請求、

およびお客さまと損保ジャパンを含む複数の損害保険会社との間で締結される共同保険契約における

保険料の調整行為への関与につきまして、

関係者の方々に大変なご迷惑とご心配をおかけしておりますことを心からお詫び申し上げます。

現在、当該事案に関して、社外弁護士などから構成される調査委員会を設置し、

損保ジャパンの対応の検証と実態の解明を進めております。

事実関係の解明、原因の究明、再発防止に向け全力を尽くしてまいります。

一連のニュースリリースに関して

2



目次

3
※ 海外保険事業

2023年度第1四半期業績ハイライト 4 海外保険事業

トピックス 5 保険引受利益 27

業績概況 収入保険料 28

連結の業績変動要因 7 コンバインド・レシオ 29

国内損保事業（損保ジャパン）の業績変動要因 8 SIコンシューマー業績概況 30

海外保険事業の業績変動要因 9 資産ポートフォリオ・資産運用損益 31

国内生保事業（ひまわり生命）の業績変動要因 10 （参考）海外自然災害 32

介護・シニア事業の業績変動要因 11 （参考）決算数値 33

（参考）2023年度通期業績予想 12 国内生保事業

（参考）決算数値 13 新契約年換算保険料・保有契約年換算保険料 35

事業別詳細 事業費 36

国内損保事業（損保ジャパン） 資産ポートフォリオ・資産運用損益 37

保険引受利益 15 （参考）決算数値 38

正味収入保険料 16 （参考）修正純資産のコンバージョン 39

コンバインド・レシオ 17 介護・シニア事業

損害率 18 売上高・営業利益率・修正利益 41

事業費率 19 （参考）入居率・事業所数 42

資産運用損益 20 ERM

（参考）自動車保険関連の指標 21 ESR（99.5％VaR） 44

（参考）火災保険、新種保険関連の指標 22 （参考）実質自己資本・リスク量のブレークダウン 45

（参考）国内自然災害 23 （参考）資産運用ポートフォリオ（グループ連結ベース運用資産） 46

（参考）資産ポートフォリオ 24 （参考）経営数値等 47

（参考）決算数値 25 （参考）過去の業績進捗状況 48

為替レート（円/米ドル）

2023年度第1四半期
144.99円（対前年：＋8.4％） 2023年6月末

－海外※ 133.53円（対前年：＋9.1％） 2023年3月末

2023年度通期業績予想 133.53円 2023年3月末



概要 事業別詳細

グループ 国内損保 海外保険 国内生保 介護・シニア ERM
2023年度第1四半期業績ハイライト
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• 正味収入保険料は、対前年＋843億円増（＋8.0％）の1兆1,364億円

• SIコマーシャルのトップライン成長（＋701億円）がけん引

• 損保ジャパンは新種保険を中心に増収

• 連結純利益は、第1四半期としては過去最高益の1,000億円、修正連結利益は818億円（計画進捗率29％）

• 資産運用損益が好調な海外保険事業と、前年度の新型コロナ影響が剥落したひまわり生命が増益

• 純利益、修正利益ともにグループ全体として順調

損保ジャパン 修正利益は356億円と通期予想の795億円に対して良好に推移、政策株式の売却も順調な進捗

海外保険事業 保険引受利益、資産運用損益ともに計画を上回る進捗により、修正利益は対前年＋146億円増の347億円

ひまわり生命 前年度の新型コロナ影響剥落（＋41億円）を主因に、修正利益は99億円と通期予想（400億円）達成に向け順調

介護・シニア事業 入居率改善やNDソフトウェア社統合効果により、修正利益の進捗率は計画通り

各事業ハイライト

グループ業績



概要 事業別詳細

グループ 国内損保 海外保険 国内生保 介護・シニア ERM
トピックス
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自動車保険 海外保険事業中間期速報

+7.4% +7.3%

△0.2%

4月 5月 6月

事故受付件数は第1四半期まではやや上振れも、
修理費単価の上昇率は想定対比で良好

自然災害

82 

734 

115 

980 

2023年度

第1四半期

2023年度

計画

国内損保事業

海外保険事業

第1四半期の自然災害影響は、国内外ともに限定的

＜参考（7月末年度累計）＞

自然災害（国内損保事業）：350億円程度

修正利益は計画を上回り進捗

中間期速報

818 

1,500 

2023年度実績 2023年度予想

元受保険レートアップは計画を上回り推移

+4.2%
+16.2%

+7.0%

+6.6%

2021年度 2022年度 2023年度

中間期速報

通期計画

※ 事故受付件数は発生損害が一定額を超過した自然災害に係る件数を除く
※ 自然災害影響については、第1四半期決算では支払備金を簡便法で算出しているため、台風2号（114億円）以外に係る発生保険金を集計していない
※ 為替レートは以下を使用、2023年度通期計画：133.53円、中間期：144.99円
※ 海外保険事業の2023年度中間期の速報は未監査であり、数値が変更となる可能性有り。確定実績は2023年11月のSOMPOホールディングスの中間期決算発表時に公表
※ 海外保険事業の元受保険はSIコマーシャルの北米、グローバルマーケットの合計（以下、同様）

＋4.9%

2021年度 2022年度 2023年度

＋4.4%

通期計画
＋5.0%

第1四半期

＜自動車保険事故受付件数＞
（対前年増加率）

第1四半期累計
＋4.8%

＜修理費単価上昇率＞
（対前年増加率）

（億円）
（億円）



業績概況



概要 事業別詳細

グループ 国内損保 海外保険 国内生保 介護・シニア ERM
連結の業績変動要因

• 2023年度第1四半期の修正連結利益は、海外の利配収入増加や新型コロナ影響の剥落により818億円（対前年＋27.9%）

• 連結純利益は会計基準変更影響を主因に、対前年＋863億円の1,000億円

損保ジャパン 海外保険事業 ひまわり生命 介護・シニア その他・連結調整 連結純利益 修正連結利益

2022年度第1四半期 318億円 △95億円 △1億円 13億円 △98億円 136億円 639億円

2023年度第1四半期 442億円 637億円 44億円 13億円 △138億円 1,000億円 818億円

2023年度（予想） 1,800億円 1,514億円 153億円 63億円 △1,230億円 2,300億円 2,800億円

※1 連結純利益は「親会社株主に帰属する当期純利益」を指す（以下同様）
※2 SI現地会計においてIFRS9およびIFRS17を適用する影響で、海外の有価証券未実現損および保険負債の時価変動を連結純利益にて認識、修正連結利益には影響なし
※3 上記会計基準の遡及適用影響△281億円（責任準備金＋11億円、支払備金＋211億円、有価証券に係る時価変動△504億円）を含む

2022年度第1四半期
連結純利益※3

2023年度
連結純利益

損保ジャパン 海外保険事業 ひまわり生命 介護・シニア事業

資産運用損益（税前＋99億円）

（P20参照）

2023年度
修正連結利益

（億円）

有価証券未実現損失の改善および

保険負債の時価変動（＋650億円程度）

新型コロナ影響の剥落

（＋41億円）

その他・
連結調整

海外保険事業損保ジャパン ひまわり生命 その他

連結純利益※1※2の増減要因（税後） 修正連結利益へのコンバージョン

第1四半期

1,000

通期予想
2,300

第1四半期

818

通期予想
2,800

136
＋124

＋732 ＋46 ＋0 △40 △86
△290

＋54
＋140

のれん償却費
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概要 事業別詳細

グループ 国内損保 海外保険 国内生保 介護・シニア ERM
国内損保事業（損保ジャパン）の業績変動要因
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• 自動車保険における発生保険金の増加を、自然災害影響の減少がカバーし、修正利益は356億円と順調に進捗

• 政策株式の売却も順調に進捗しており、当期純利益は対前年＋124億円の442億円

+50億円

当期純利益の増減要因

2022年度第1四半期
当期純利益

2023年度
当期純利益

コア
保険引受利益※1

（除く国内自然災害）

国内
自然災害

異常危険
準備金

ネット利配 有価証券
売却損益

資産運用
その他

その他※2 異常危険
準備金等

有価証券
売却損益等

保険引受利益（対前年） +99億円資産運用損益（対前年）
（億円）

その他

第1四半期

338

修正利益へのコンバージョン

318

※1 保険引受利益から異常危険準備金に係る影響を除いたもの
※2 特別損益、法人税等

＋56
+24

+123 △48

△24
+51 △137

＋0
△90 ＋84

2023年度
修正利益

第1四半期

356

第1四半期

442

通期予想
1,800

通期予想
795

自動車保険の事故件数増加・

修理費単価の上昇等

（△130億円）が主因

政策株式売却の増加に伴う

売却益増（＋146億円）が主因

ヘッジコスト増

（△34億円）が主因



概要 事業別詳細

グループ 国内損保 海外保険 国内生保 介護・シニア ERM

• 保険引受利益、資産運用損益ともに計画を上回り、修正利益は＋146億円増益の347億円（中間期の修正利益速報は818億円）

• 当期純利益は＋732億円増益の637億円、前期の金利上昇に伴う有価証券未実現損失の剥落が主因

海外保険事業の業績変動要因

9

＋55億円

SIコマーシャル SIコンシューマー 資産運用損益

（億円）

トルコの保険引受利益改善

（＋55億円）が主因

＋2 ＋66

＋162

△95

債券利息収入の増加

（＋124億円）が主因

その他※

当期純利益の増減要因 修正利益へのコンバージョン

＋514

△34

△256

有価証券
実現損・未実現損

その他

有価証券未実現損失の剥落

（税後＋750億円程度）等

※ IFRS17適用による保険負債の時価変動影響を含む

通期予想
1,514

第1四半期

637

（参考）中間期速報
818億円

第1四半期

347

2022年度第1四半期
当期純利益

2023年度
当期純利益

2023年度
修正利益

通期予想
1,500

保険引受利益（対前年）

その他

△13

保険負債の時価変動影響

を除く



概要 事業別詳細

グループ 国内損保 海外保険 国内生保 介護・シニア ERM
国内生保事業（ひまわり生命）の業績変動要因
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• 2023年度第1四半期の修正利益は99億円と、通期予想達成に向けて順調な進捗

• 当期純利益は44億円であり、新型コロナ影響の剥落に加え、保障性商品の保有拡大により増益

＋2

当期純利益の増減要因

2022年度第１四半期
当期純利益

2023年度
当期純利益

保険料等
収入

責任準備金
繰入等

保険金等
支払

事業費 資産運用損益 その他※ 資本性準備金
繰入額

責任準備金
補正

貯蓄性商品減少の一方、

保障性商品が増加

（億円）
有価証券
売却損益・

評価損

修正利益へのコンバージョン

＋6

＋17

＋57 +4 △17

△22

＋62 △60

＋15

繰延新契約費 新契約費
償却等

＋34

新型コロナ関連保険金の剥落

（＋57億円）

通期予想
153ヘッジコストの増加

（△22億円）

※ 法人税等

2023年度
修正利益

通期予想
400

第1四半期

44

第1四半期

99

△1

新契約の規模拡大



概要 事業別詳細

グループ 国内損保 海外保険 国内生保 介護・シニア ERM

介護・シニア事業の業績変動要因
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• 2023年度第1四半期の修正利益、当期純利益は想定線

売上高 人件費 物件費等 その他※

NDソフトウェア社統合効果（＋47億円）と

入居率の上昇が主因

（億円）

＋62 △14

△39

△8

13

NDソフトウェア社統合影響

（人件費△6億円、物件費△33億円）

当期純利益の増減要因 修正利益へのコンバージョン

通期予想
70

第1四半期

13

第1四半期

14

＋1

通期予想
63

のれん償却費

2022年度第1四半期
当期純利益

2023年度
当期純利益

2023年度
修正利益

ネクサスケア社統合の税効果剥落

（△3億円）

※ 税効果等



概要 事業別詳細

グループ 国内損保 海外保険 国内生保 介護・シニア ERM
（参考）2023年度通期業績予想

2022年度
連結純利益※

2023年度
連結純利益

損保ジャパン 海外保険事業 ひまわり生命 SOMPOケア

2023年度
修正連結利益

（億円） その他・連結調整 海外保険事業損保ジャパン ひまわり生命 その他

連結純利益の増減要因（税後） 修正連結利益へのコンバージョン

2,800

264

+719

＋1,423
＋143 ＋8 △259

△1,005

△14
＋247

＋1,272

責任準備金補正等

のれん償却費や

海外子会社配当などの修正異常危険準備金、

有価証券売却損益等を修正

2,300

有価証券未実現損失の改善・保険負債の時価変動（＋650億円程度）、

SIの資産運用益増およびコンバインド・レシオ改善

新型コロナによる一過性要因剥落が主因（＋220億円）

国内自然災害や

大口事故等による一過性要因の

剥落（+470億円）

2023年度連結純利益・修正連結利益は2023年5月公表数値から修正なし

※ SI現地会計のIFRS9およびIFRS17の遡及適用影響△647億円（責任準備金＋50億円、支払備金＋595億円、有価証券に係る時価変動△1,292億円）を含む
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概要 事業別詳細

グループ 国内損保 海外保険 国内生保 介護・シニア ERM
（参考）決算数値
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2022年度
第1四半期※1

2023年度
第1四半期

増減 2022年度※1 2023年度予想 対前年増減

連結経常収益 12,665 14,494 +1,829 45,258 - -

正味収入保険料 10,521 11,364 +843 36,707 37,310 ＋602

生命保険料 744 754 +10 3,167 3,340 ＋172

連結経常利益 235 1,287 +1,051 495 3,220 ＋2,724

損保ジャパン 412 555 +142 1,249 2,250 ＋1,000
海外グループ会社 △84 794 +878 153 1,915 ＋1,762
ひまわり生命 0 66 +65 29 229 ＋199
SOMPOケア 16 22 +6 79 99 ＋20
その他・連結調整等※2 △109 △151 △41 △1,016 △1,274 △257

連結純利益 136 1,000 +863 264 2,300 ＋2,035

損保ジャパン 318 442 +124 1,080 1,800 ＋719
海外グループ会社 △95 637 +732 90 1,514 ＋1,423
ひまわり生命 △1 44 +46 9 153 ＋143
SOMPOケア 13 13 +0 54 63 ＋8

その他・連結調整等※2 △98 △138 △40 △970 △1,230 △259

（参考）修正連結利益 639 818 +178 1,522 2,800 ＋1,277

国内損保事業 364 351 △12 320 800 ＋479
海外保険事業 200 347 +146 933 1,500 ＋566

国内生保事業 57 99 +41 178 400 ＋221
介護・シニア事業 14 14 +0 59 70 ＋10

デジタル事業等 3 5 +2 30 20 △10

第1四半期業績 通期業績

※1 SI現地会計のIFRS9およびIFRS17の遡及適用影響を含む（修正連結利益には影響なし） ※2 下記を含む

（単位：億円）

（単位：億円） 2022年度第1四半期 2023年度第1四半期

のれん償却 62 75

パーチェス修正（税前） 15 15

パーチェス修正（税後） 11 11

（単位：億円） 2022年度第1四半期 2022年度通期

連結経常利益 △317 △730

連結純利益 △281 △647
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概要 事業別詳細

グループ 国内損保 海外保険 国内生保 介護・シニア ERM
保険引受利益（損保ジャパン）

15

コア保険引受利益
異常危険準備金 保険引受利益

（除く国内自然災害） （国内自然災害）

2022年度第1四半期 133億円 332億円 △199億円 △124億円 8億円

2023年度第1四半期 126億円 242億円 △115億円 △68億円 58億円

2023年度（予想） 554億円 1,534億円 △980億円 175億円 730億円

※1 保険引受利益から異常危険準備金に係る影響を除いたもの ※2 当年度発生に係る正味支払保険金に台風2号（2023年6月発生）の正味発生保険金を加算、詳細はP23参照

保険引受利益の増減要因

• 2023年度第1四半期の保険引受利益は、国内自然災害の影響減少を主因に+50億円増益の58億円

• コア保険引受利益は、126億円と通期予想（554億円）に対して概ね順調

（億円）

2023年度

（予想）

2022年度

第1四半期

2023年度

第1四半期

異常危険準備金コア保険引受利益※1

＋56

除く国内自然災害 国内自然災害※2

△6億円

8
58

730

+84△90

自動車保険の事故件数増加・修理費単価の上昇等

（△130億円）が主因



概要 事業別詳細

グループ 国内損保 海外保険 国内生保 介護・シニア ERM
正味収入保険料（損保ジャパン）

16

（億円）

• 新種保険の増収がけん引し、正味収入保険料は対前年＋55億円

正味収入保険料（除く自賠責・家計地震）の増減要因

2022年度

第1四半期

2023年度

第1四半期

2023年度
（予想）

火災保険※1 海上保険 傷害保険 自動車保険 その他

主力商品の「ビジネスマスター・プラス」が引き続き好調

5,198

5,233

20,474

＋8 △11
＋0 ＋1

＋35

火災※1 海上 傷害 自動車
その他 合計

（除く自賠責・
家計地震）

合計
うち賠償責任

2022年度
第1四半期

790億円 142億円 477億円 2,749億円 1,037億円 569億円 5,198億円 5,682億円

2023年度
第1四半期

799億円 131億円 478億円 2,751億円 1,073億円 570億円 5,233億円 5,738億円

2023年度
（予想）

3,991億円 505億円 1,588億円 10,836億円 3,552億円 1,640億円 20,474億円 22,250億円

台数 単価 保険料

ノンフリート △0.4% ＋0.4% +0.0%

フリート ＋2.0% △0.9% ＋1.0%

合計 ＋0.2% ＋0.0% ＋0.2%

（参考）自動車保険の台数・単価・保険料※2

前年同期比（2023年4月～2023年6月）
（営業成績保険料ベース）

※2 時間単位型自動車保険 乗るピタ！を除く

※1 除く家計地震



概要 事業別詳細

グループ 国内損保 海外保険 国内生保 介護・シニア ERM
コンバインド・レシオ（損保ジャパン）

63.3% 59.9% 59.1%
67.0% 63.0% 61.4% 63.1%

33.8% 34.5% 34.5%
33.9% 34.2% 34.0% 33.6%

97.2% 94.3% 93.5%
100.9% 97.3% 95.5% 96.7%

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

（予想）

2022年度

第1四半期

2023年度

第1四半期

事業費率 E/I損害率 コンバインド・レシオ（E/I）

第1四半期の推移

17

△3.6pt

コンバインド・レシオ（E/I）※（除く自賠責・家計地震）

• 自動車保険の損害率上昇を主因に、2023年度第1四半期のコンバインド・レシオは対前年+1.2pt上昇の96.7％

+1.2pt

※ E/I損害率＋正味事業費率（以下同様）

5.0% 5.3% 3.8% 6.4%
4.8%

自然災害
影響 4.2% 2.3%



概要 事業別詳細

グループ 国内損保 海外保険 国内生保 介護・シニア ERM
損害率（損保ジャパン）

18

E/I損害率（除く自賠責・家計地震）の推移 種目別E/I損害率

2023年度第1四半期 2023年度

実績 増減 予想

火災（除く家計地震） 60.9% △1.6pt 68.6％

海上 58.3% △2.6pt 63.3％

傷害 50.7% ＋0.3pt 54.8％

自動車 66.4% ＋3.8pt 62.1％

その他 61.0% △0.3pt 63.0％

合計（除く自賠責・家計地震） 63.1% ＋1.7pt 63.0％

（主な増減要因）
火災：自然災害影響（△2.0pt） 自動車：自然災害影響（△2.8pt）、大口事故（＋1.7pt）

事故件数増加・修理費単価の上昇等（＋4.8pt）

2023年度第1四半期 2023年度

実績 増減 予想

火災（除く家計地震） 74.6% △0.6pt 71.6％

海上 46.1% +11.5pt 60.2％

傷害 42.4% △2.3pt 53.2％

自動車 60.6% ＋5.6pt 61.1％

その他 42.4% △2.9pt 60.7％

合計（除く自賠責・家計地震） 57.0% ＋2.3pt 62.4％

（参考）種目別W/P損害率

※ 2023年度第1四半期の外貨建支払備金の為替影響（繰入額）55億円

• 2023年度第1四半期の損害率は、自動車保険の事故件数増加・修理費単価の上昇を主因に対前年＋1.7ptの63.1%

63.3%

59.9% 59.1%

67.0%

63.0%
61.4%

63.1%

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

（予想）

2022年度

第1四半期

2023年度

第1四半期

第1四半期の推移

＋1.7pt



概要 事業別詳細

グループ 国内損保 海外保険 国内生保 介護・シニア ERM
事業費率（損保ジャパン）

19
※ 保険引受に係る営業費および一般管理費の正味収入保険料に対する比率

（事業費率）

（社費率）

事業費率・社費率※（除く自賠責・家計地震）の推移

• 事業費率は火災保険の商品改定に伴う代理店手数料率の低下を主因に、対前年同期比で△0.5pt改善

33.8%

34.5% 34.5%

33.9%
34.2%

34.0%

33.6%34.4%

33.9%

33.3%
33.6% 33.5%

33.1%

13.3% 13.4% 13.4%

12.8%
13.3% 13.1% 13.0%

13.3%
12.8%

12.2%

12.6% 12.6%
12.5%

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

（予想）

2022年度

第1四半期

2023年度

第1四半期

事業費率（除く自賠責・家計地震） 事業費率（除く自賠責・家計地震・新システム償却費）

社費率（除く自賠責・家計地震） 社費率（除く自賠責・家計地震・新システム償却費）

（事業費率）

（社費率）

第1四半期の推移

△0.5pt

△0.1pt



概要 事業別詳細

グループ 国内損保 海外保険 国内生保 介護・シニア ERM
資産運用損益（損保ジャパン）

20

ネット利息及び
配当金収入

有価証券
売却損益

有価証券
評価損

金融派生
商品損益

為替差損益 その他 資産運用損益 政策株式削減額

2022年度第1四半期 310億円 75億円 △5億円 △9億円 87億円 △25億円 432億円 126億円

2023年度第1四半期 335億円 199億円 △5億円 △39億円 60億円 △18億円 531億円 333億円※

2023年度（予想） 1,480億円 388億円 △70億円 △152億円 10億円 19億円 1,675億円 700億円

資産運用損益の増減要因

• 2023年度第1四半期の資産運用損益は、有価証券売却益やファンド解約益の増加を主因に＋99億円増益の531億円

（億円）

1,675

432
531

2023年度

（予想）

2022年度

第1四半期

2023年度

第1四半期

ヘッジコスト増加影響

（△34億円）

ネット利息及び

配当金収入

有価証券

売却損益

為替

差損益

その他有価証券

評価損

金融派生商品

損益

＋123

＋24

政策株式売却の増加に伴う

売却益増（＋146億円）が主因

△0 △29 △26 ＋7

ファンド解約益（＋41億円）の増加が主因

※ うち日経平均先物の売建て40億円



概要 事業別詳細

グループ 国内損保 海外保険 国内生保 介護・シニア ERM

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2022年度

第1四半期

2023年度

第1四半期

（参考）自動車保険関連の指標（損保ジャパン）

21

コンバインド・レシオ（E/I）の推移 事故受付件数※2 の推移

※2 発生損害が一定額を超過した自然災害に係る件数を除く

（千件）

修理費単価推移※3 ※4

※3 車両（自然災害影響を除く）と対物の合算
※4 2023年度の単価は2022年度の実績を踏まえつつ、概ね同水準の上昇幅を見込む

※1 損害率はE/Iベース（含む損調費）

59.8% 54.9% 55.7% 62.1% 62.1% 62.6% 66.4%

31.7%
32.6% 33.1%

33.4% 34.6% 33.5%
33.7%

91.5%
87.5% 88.8%

95.5% 96.8% 96.2%
100.1%

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

（予想）

2022年度

第1四半期

2023年度

第1四半期

損害率 事業費率 コンバインド・レシオ（E/I）
△8.5% 第1四半期の推移

＋4.8%

＋4.5%

＋3.9pt＋1.3pt

※1

2,073 
1,783 1,809 1,890 

442 464 

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2022年度

第1四半期

2023年度

第1四半期

＋2.7%

＋1.5% ＋4.9%
＋4.4%

第1四半期の推移

第1四半期まではやや上振れ

想定対比で良好に進捗

事故件数増加・
修理費単価の上昇等
（＋4.8pt）が主因



概要 事業別詳細

グループ 国内損保 海外保険 国内生保 介護・シニア ERM
（参考）火災保険、新種保険関連の指標（損保ジャパン）

22

火災保険※のE/I損害率の推移 新種保険正味収入保険料の推移

54.6% 56.0% 52.1%
60.9%

46.9% 52.3% 52.7%

29.5% 32.4%
21.8%

27.9%

21.7% 10.2% 8.2%

84.1%
88.4%

73.9%

88.8%

68.6%
62.5% 60.9%

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

（予想）

2022年度

第1四半期

2023年度

第1四半期

火災保険損害率（国内自然災害）

火災保険損害率（除く国内自然災害）

火災保険E/I損害率

3,205 3,148 
3,280 3,378 

3,552 

1,037 1,073 

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

（予想）

2022年度

第1四半期

2023年度

第1四半期

（億円）

△1.6pt

第1四半期の推移

＋3.5%

※ 除く家計地震

第1四半期の推移
＋5.1％

△20.2pt

雹災影響の剥落等



概要 事業別詳細

グループ 国内損保 海外保険 国内生保 介護・シニア ERM
（参考）国内自然災害（損保ジャパン）

23

国内自然災害影響（除く自賠責・家計地震）※

2022年度
第1四半期

2023年度
第1四半期

増減

火災 81 73 △8

海上 - - -

傷害 0 0 +0

自動車 116 40 △75

その他 0 0 △0

合計 199 115 △84

※ 国内自然災害（当年度発生）に係る正味支払保険金を集計
これに、以下の正味発生保険金を加算
2022年度第1四半期：雹災（196億円） 2023年度第1四半期：台風2号（114億円）

※ 第1四半期決算では支払備金を簡便法で算出しているため、上記以外の国内自然災害に係る発生保険金を集計していない
なお、通期業績予想における国内自然災害正味発生保険金（当年度発生）は980億円

（億円）



概要 事業別詳細

グループ 国内損保 海外保険 国内生保 介護・シニア ERM
（参考）資産ポートフォリオ（損保ジャパン）

24

（兆円）

合計
5.9兆円

その他
0.5

貸付金
0.3

国内
株式
1.4

外貨建資産
2.0

預金等
0.5

ヘッジ外債等
0.3

社債・地方債
0.2

国債
0.4

外債
0.2

ファンド等
0.6

子会社株式等
1.2

円金利
資産
0.9

※ 海外グループ会社株式等を除く

2023年
3月末

2023年
6月末

資産ポートフォリオ（2023年6月末、一般勘定）

インカム利回り※ 3.0% 3.0%

デュレーション
資産 7.9年 7.9年

負債 7.6年 7.6年
： 前年同期対比の増減額

国内株式

189 

外国証券

136 

国内債券

29 

その他

52

合計
407億円

（＋23億円）

＋3

（億円）

利息及び配当金収入の内訳

国内株式

232 

国内債券 3 

△26

+3

＋146

合計
199億円

（＋123億円）

△6

＋4

＋21

政策株式（現物）売却額の増加

（＋167億円）が主因

有価証券売却益の内訳

低利回り債券の

売却影響が主因

（億円）

外国証券・その他
△36



概要 事業別詳細

グループ 国内損保 海外保険 国内生保 介護・シニア ERM
（参考）決算数値（損保ジャパン）

25

2022年度
第1四半期

2023年度
第1四半期

増減
2023年度

予想

正味収入保険料 5,682 5,738 ＋55 22,250

（除く自賠責・家計地震） 5,198 5,233 ＋35 20,474

既経過保険料（除く自賠責・家計地震） 4,810 4,950 ＋139 20,479

E/I損害率（除く自賠責・家計地震） 61.4% 63.1% ＋1.7pt 63.0%

正味損害率 57.0% 58.8% ＋1.8pt 64.5%

（除く自賠責・家計地震） 54.7% 57.0% ＋2.3pt 62.4%

正味事業費率 33.8% 33.6% △0.3pt 34.4%

（除く自賠責・家計地震） 34.0% 33.6% △0.5pt 34.2%

コンバインド・レシオ（E/I）※1（除く自賠責・家計地震） 95.5% 96.7% ＋1.2pt 97.3%

（参考）コンバインド・レシオ（W/P）（除く自賠責・家計地震） 88.7% 90.6% ＋1.9pt 96.7%

保険引受利益 8 58 ＋50 730

資産運用利益 432 531 ＋99 1,675

経常利益 412 555 ＋142 2,250

当期純利益 318 442 ＋124 1,800

異常危険準備金繰入額等（税引後） ＋91 ＋51 △39 △117

価格変動準備金繰入額（税引後） ＋7 ＋8 ＋0 +31

有価証券売却損益・評価損（税引後） △48 △137 △89 △210

特殊要因（税引後）※2 △1 △7 △5 △709

修正利益 366 356 △9 795

修
正
利
益

（参考）

※1 E/I損害率＋正味事業費率
※2 グループ会社配当、株式先物関連損益等

（単位：億円）



事業別詳細
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概要 事業別詳細

グループ 国内損保 海外保険 国内生保 介護・シニア ERM
保険引受利益（海外保険事業）

27

• 2023年度第1四半期の保険引受利益は、トップライン成長とSIコンシューマーのコンバインド・レシオ改善により＋27%増益の150百万ドル

• SIコマーシャルはインフレによるコスト増も、損害率は対前年で改善

保険引受利益の増減要因

2022年度
第1四半期

2023年度
第1四半期

2023年度
（予想）

△102 728

既経過保険料 発生保険金 募集契約費 社費・その他

（百万ドル）

△41

インフレによるコスト増

レートアップおよび北米での保有の拡大

＋169

（参考）中間期速報
293

△37

トップライン拡大に伴う増加

△12

△21

トルコおよびアジアでの

トップライン成長

SIコマーシャル（対前年） SIコンシューマー（対前年）

＋77
＋9

119

△11百万ドル ＋51百万ドル

△8

トルコにおける損害率改善
ブラジルでの一過性損失の剥落

150

コーポレート
コスト

既経過保険料 発生保険金 募集契約費 社費・その他



概要 事業別詳細

グループ 国内損保 海外保険 国内生保 介護・シニア ERM
収入保険料（SIコマーシャル）

28

2022年度

第1四半期

2023年度

第1四半期
増減

グロス保険料

北米 992 1,050 ＋57 （＋5.8%）

グローバルマーケット 482 548 ＋65（＋13.5%）

農業保険 1,775 1,660 △115  （△6.5%）

再保険 1,744 2,021 ＋276（＋15.9%）

正味収入保険料

北米 540 740 ＋199（＋36.9%）

グローバルマーケット 284 316 +31（＋11.2%）

農業保険 1,101 930 △171（△15.5%）

再保険 1,573 1,800 ＋227（＋14.5%）

既経過保険料

北米 569 687 ＋118（＋20.7%）

グローバルマーケット 277 300 +22  （+8.3%）

農業保険 172 151 △21（△12.2%）

再保険 805 869 ＋63 （＋7.9%）

保有比率

北米 54% 70% ＋16pt

グローバルマーケット 58% 57% △1pt

農業保険 62% 56% △6pt

再保険 90% 89% △1pt

グロス保険料

3,527
3,779

1,467
1,486

2022年度

第1四半期

2023年度

第1四半期

2023年度

（予想）

出再保険料

正味収入保険料

+270

（参考）セグメント別トップライン
（単位：百万ドル）

再保険の1月更改増収、

元受保険は＋7.4%のレートアップ（第1四半期）

• グロス保険料は、農業保険で作物価格下落の影響を受けるも、好調な再保険の更改や元受保険のレートアップにより＋270百万ドル増収

• 正味収入保険料は、北米での保有増やグローバルマーケットの成長もあり＋252百万ドルの3,779百万ドル

+252

14,911

（百万ドル）

4,995
5,266

5,016

9,895

70% 71% 66%
保有
比率

（2023年度第1四半期の主な増減要因）

北米 ：プロパティ、カジュアルティ種目を中心とした継続的なレートアップと保有の増加
グローバルマーケット：ブラジル、トルコ、アジアで計画を超える増収
農業保険 ：綿花等の価格下落影響および収益性の高い契約の選別
再保険 ：カジュアルティ種目（企業賠償責任等）を中心とした1月更改契約の増収 一部契約での出再期ズレ影響を含む（中間期の保有比率は55%程度に平準化）



概要 事業別詳細

グループ 国内損保 海外保険 国内生保 介護・シニア ERM
コンバインド・レシオ（SIコマーシャル）

29

64.5% 64.1% 65.9%

26.6% 28.3% 25.7%

2022年

第1四半期

2023年度

第1四半期

2023年度

（予想）

事業費率 損害率

＋1.3pt

91.1%

コンバインド・レシオ

（2023年度第1四半期コンバインド・レシオの主な増減要因）

北米 ：トップライン拡大と自然災害影響の減少
グローバルマーケット：トルコ・シリア地震の影響（4.8百万ドル程度）があるも、概ね計画通り
農業保険 ：既経過保険料の減収および2022年度のテキサス干ばつ影響による損害率上昇
再保険 ：レートアップによる増収効果

• コンバインド・レシオは、地理的拡大への投資やインフレによる人件費増等により対前年＋1.3pt上昇の92.4%

92.4% 91.6%

（参考）セグメント別コンバインド・レシオ
2022年度

第1四半期

2023年度

第1四半期
増減

損害率

北米 69.4% 65.0% △4.5pt

グローバルマーケット 60.9% 61.7% ＋0.7pt

農業保険 80.6% 91.9% ＋11.3pt

再保険 58.8% 59.1% ＋0.3pt

事業費率

北米 20.8% 21.8% ＋1.0pt

グローバルマーケット 33.9% 34.6% ＋0.6pt

農業保険 19.8% 26.2% ＋6.4pt

再保険 30.2% 31.5% ＋1.3pt

コンバインド・レシオ

北米 90.2% 86.8% △3.4pt

グローバルマーケット 94.9% 96.3% ＋1.4pt

農業保険 100.5% 118.2% ＋17.7pt

再保険 89.0% 90.6% ＋1.6pt

保険引受利益
（百万ドル）

北米 55.6 91.8 ＋36.2

グローバルマーケット 16.2 12.8 △3.3

農業保険 0.6 △27.9 △28.6

再保険 88.4 82.2 △6.2

合計 167.1 155.3 △11.7

出再手数料収入の減少により上昇も、概ね計画通り



概要 事業別詳細

グループ 国内損保 海外保険 国内生保 介護・シニア ERM
SIコンシューマー業績概況

30

47
91

104

72

87
104

2022年

第1四半期

2023年度

第1四半期

2023年度

（予想）

アジア

ブラジル

トルコ

（百万ドル）

＋28

238

正味収入保険料

• トップラインは、ブラジルの健康保険事業の売却影響はあるも、トルコ、アジアでのレートアップ効果により増収

• トルコの収益改善がけん引し、保険引受利益は+51百万ドル増収の26百万ドル

266

883

2022年

第1四半期

2023年度

第1四半期
増減

損害率

トルコ 130.2% 56.2% △74.0pt

ブラジル 72.5% 67.0% △5.5pt

アジア 49.1％ 56.5% ＋7.4pt

合計 70.9% 59.1% △11.8pt

事業費率

トルコ 42.1% 23.7% △18.5pt

ブラジル 45.9% 36.4% △9.5pt

アジア 37.8% 38.2% ＋0.4pt

合計 41.8% 32.0% △9.8pt

コンバインド・レシオ

トルコ 172.3% 79.9% △92.5pt

ブラジル 118.4% 103.4% △15.0pt

アジア 86.9% 94.8% ＋7.9pt

合計 112.8% 91.2% △21.6pt

保険引受利益
（百万ドル））

トルコ △21.3 21.9 ＋43.3

ブラジル △15.6 △2.4 ＋13.1

アジア 11.5 6.8 △4.6

合計 △25.4 26.3 ＋51.8

（2023年度第1四半期コンバインド・レシオの主な増減要因）

トルコ ：インフレを織り込んだレートアップにより、収益性の大幅改善
ブラジル：健康事業売却による損害率改善と2022年度計上した一過性の引当金影響の剥落
アジア ：シンガポール、マレーシアでの損害率上昇

コンバインド・レシオ

健康保険事業売却影響

（△30百万ドル程度）



概要 事業別詳細

グループ 国内損保 海外保険 国内生保 介護・シニア ERM

2022年度
第1四半期

2023年度
第1四半期

2023年度
（予想）

資産ポートフォリオ・資産運用損益（海外保険事業）

31

• 資産運用損益は、運用資産額増加と再投資利回り上昇による利配収入増により、＋113百万ドル増益の216百万ドル

資産ポートフォリオ（海外保険事業※、2023年3月末）

債券 債券 デュレーション

市場利回り 簿価利回り 資産 負債

米国、欧州 5.8% 4.2% 3.4年 2.8年

トルコ、ブラジル、アジア 8.6% 8.1% 2.2年 1.5年

計 6.2% 4.7% 3.2年 2.6年

102

216 

再投資利回り上昇による

利配収入増が主因 768

＋114

利配収入 その他
運用収益

運用費用
その他

＋1

利配収入内訳（対前年増減）

債券インカム 172 (＋85)

株式配当金 3 (＋1)

預金利息収入 30 (＋27)

合計 206 (＋114)

※ Sompoインターナショナルホールディングス非連結会社を除く

（参考）中間期速報
428

△1

（億ドル）
（百万ドル）

米ドル
143

トルコリラ、 ブラジルレアル、
アジア各通貨

20

英ポンド、 ユーロ、

豪ドル
4

海外保険事業の資産運用損益の内訳

（2023年3月末）

合計
168億ドル

米国国債・
エージェンシー債等

48

証券化商品
26社債

57

その他
28

預金等
6



概要 事業別詳細

グループ 国内損保 海外保険 国内生保 介護・シニア ERM

570

168

86

293

464 

553 

62 

550 

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

第1四半期

2023年度

（予想）

（参考）海外自然災害（SIコマーシャル）

32

海外自然災害影響※（当年度発生）

22.7%

5.9%

6.7%
6.3%

2.4%

5.5%

損害率影響
（対既経過保険料）

6.6%

2023年度
（予想）

サイクロン・ガブリエル 18

ニュージーランド洪水 7

その他 37

※海外自然災害影響には復元保険料を含む

（百万ドル）

3.1%



概要 事業別詳細

グループ 国内損保 海外保険 国内生保 介護・シニア ERM
（参考）決算数値

33

※1 2023年度からSIにおいてIFRS新基準（IFRS9およびIFRS17）を適用したことによる影響を含む、修正利益は定義変更なし
※2 未実現損益を含む

2022年度
第1四半期

2023年度
第1四半期

増減
2023年度

予想

海外計 SIコマーシャル SIコンシューマー コーポレート 海外計 海外計

グロス保険料 6,463 7,032 411 ー 7,444 ＋980 （＋15.1%） 21,400

正味保険料 4,610 5,047 356 ー 5,403 ＋792 （＋17.2%） 14,392

既経過保険料 2,500 2,685 371 ー 3,056 ＋555 （＋22.2%） 13,595

発生保険金 1,633 1,721 219 ー 1,941 ＋307 （＋18.8%） 8,881

事業費 703 759 118 41 919 ＋201 （＋28.0%） 3,760

保険引受利益 145 207 35 △41 201 ＋55 （＋38.2%） 972

損害率 65.3% 64.1% 59.1% ー 63.5% △1.8pt ー 65.3%

事業費率 28.9% 28.2% 32.0% ー 30.0% ＋1.1pt ー 27.6%

コンバインド・レシオ 94.3% 92.3% 91.2% ー 93.6% △0.7pt ー 92.9%

資産運用利益 125 ー ー ー 288 ＋162 (＋129.4%) 1,026

当期純利益※1 △95 ー ー ー 637 ＋732 ー 1,514

為替損益 23 ー ー ー 0 △22 ー 35

有価証券売却・減損損失等※2 △630 ー ー ー 256 ＋886 ー 140

海外保険事業修正利益 200 ー ー ー 347 ＋147 （＋73.4%） 1,500

（億円）



事業別詳細
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グループ 国内損保 海外保険 国内生保 介護・シニア ERM

概要 事業別詳細

グループ 国内損保 海外保険 国内生保 介護・シニア ERM

2,047 2,121 
2,241 

2,376 2,500 2,274 2,398 

1,745 1,690 1,584 1,476 1,400 1,555 1,460 

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

（予想）

2022年度

第1四半期

2023年度

第1四半期

保障性商品 貯蓄性商品

新契約年換算保険料・保有契約年換算保険料

35

• 保有契約年換算保険料は、引き続き、保障性商品を中心とする新契約の蓄積により順調に増加

保有契約年換算保険料

（億円）

3,826 3,853

＋29

第1四半期の推移

3,8123,793

保障性商品の増加
保障性商品占有率

54% 56% 59% 62% 59% 62%

3,829 3,859

※ 保険本来の保障機能（Insurance）に健康を応援する機能（Healthcare）を組み合わせ新たな価値を提供する商品

3,900

64%

69 

157 

225 
250 

325 

61 59 

181 
110 

94 81 

90 

19 16 

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

（予想）

2022年度

第1四半期

2023年度

第1四半期

Insurhealth 商品 Insurhealth 商品以外

新契約年換算保険料

（億円）

319

415

第1四半期の推移

268
250

InsurhealthⓇ商品占有率

28% 59% 70% 78% 76% 78%

76

△5

75%

81

332

Ⓡ Ⓡ※
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概要 事業別詳細

グループ 国内損保 海外保険 国内生保 介護・シニア ERM

506 501 496 

122 117 

60 63 70 

11 11 

36 45 
23 

6 5 

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

（予想）

2022年度

第1四半期

2023年度

第1四半期

定常経費 保険契約関連経費 成長投資・一時費用

578 579 602 609 590 

140 134 

298 293 

345 
380 

421 

87 89 

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

（予想）

2022年度

第1四半期

2023年度

第1四半期

一般事業費 募集事業費

事業費

36

事業費の推移 一般事業費の推移

• 新契約に伴う募集事業費増加の一方、一般事業費の適正なコントロールにより、 2023年度第1四半期の事業費は対前年で減少

（億円）

第1四半期の推移

＋40

△4

一般事業費の推移

876 872

948
1,011

228 223

（億円）

第1四半期の推移

△5

△5

578 579
602 609

140 134
＋1

△5

△19

一般事業費の減少 定常経費の低減

990

590

△4
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グループ 国内損保 海外保険 国内生保 介護・シニア ERM

概要 事業別詳細

グループ 国内損保 海外保険 国内生保 介護・シニア ERM
資産ポートフォリオ・資産運用損益

37

資産ポートフォリオ（2023年6月末、一般勘定） 資産運用損益（一般勘定）の増減要因

• 超長期債の投入拡大と国内金利上昇により、デュレーションギャップは縮小

• ヘッジコスト増加の一方で、超長期債の投入拡大により利配収入は順調に増加

2022年度
第1四半期

2023年度
（予想）

（兆円）

合計
3.9兆円

円金利
資産
3.4

国債
2.7

社債
地方債

0.4

ヘッジ
外債等

0.2
外貨建
資産
0.2

貸付金
0.04 預金等

0.13

（億円）

資産運用損益（一般勘定）の増減要因

123

105

2023年度
第1四半期

利配収入

＋10 511

為替差損益・
ヘッジコスト

△32

売却損益・
評価損

＋3

その他

＋0

ヘッジコスト増加（△22億円）

（参考）債券資産の格付構成：BB格以下の保有なし

インカム利回り 1.5% 1.5% 1.5% 1.5%

デュレーション

資産 15年 16年 17年 17年

負債 26年 24年 20年 21年

差 10年 8年 3年 3年

2023年
3月末

2023年
6月末

ヘッジ外債削減の前倒しにより、
通期ではヘッジコスト削減効果が発現予定

2022年
3月末

2021年
3月末
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グループ 国内損保 海外保険 国内生保 介護・シニア ERM
（参考）決算数値

38

2022年度
第1四半期

2023年度
第1四半期

増減
2022年度

実績
2023年度

予想
対前年増減

新契約年換算保険料 81 76 △5 （△6.3％） 332 415 ＋82

保険料等収入※1 1,037 1,044 ＋6 （＋0.6％） 4,344 4,398 ＋53

責任準備金繰入等※2 645 627 △17 （△2.7％） 2,701 2,670 △30

保険金等支払 266 209 △57 （△21.5％） 1,134 890 △244

事業費 228 223 △4 （△2.0％） 990 1,011 ＋21

資産運用損益 124 130 ＋5 （＋4.7％） 603 525 △77

（うち一般勘定） 123 105 △17 （△14.3％） 588 511 △77

基礎利益 20 91 ＋70 （＋338.1％） △18 323 ＋341

経常利益※1 10 76 ＋65 （＋622.4％） 63 263 ＋200

当期純利益 △1 44 ＋46 － 9 153 ＋144

資本性準備金繰入額 ＋2 ＋2 △0 （△11.0％） ＋13 ＋14 ＋0

責任準備金補正 ＋35 ＋34 △0 （△1.4％） ＋138 ＋147 ＋8

繰延新契約費 ＋61 ＋62 ＋0 （＋1.3％） ＋267 ＋298 ＋30

新契約費償却等 △59 △60 △1 － △235 △249 △14

有価証券売却損益・評価損 ＋17 ＋15 △2 （△14.9％） △15 ＋36 ＋51

修正利益 57 99 ＋41 （＋72.9％） 178 400 ＋221

（億円）

※1 法令に則った生命保険会社の様式に基づく数値（連結様式とは異なる）
※2 解約返戻金、満期保険金、生存給付金、年金、その他返戻金支払影響および特別勘定資産運用損益を含む

修
正
利
益

（参考）



概要 事業別詳細

グループ 国内損保 海外保険 国内生保 介護・シニア ERM

概要 事業別詳細

グループ 国内損保 海外保険 国内生保 介護・シニア ERM
（参考）修正純資産のコンバージョン
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修正純資産のコンバージョン

※1 危険準備金、価格変動準備金（税後）
※2 保守的に計算している責任準備金を保険料計算に用いる基礎率により再計算（税後）
※3 契約初年度に発生する募集手数料等の新契約費を10年間で償却（税後）

（億円） 資本性準備金※1 責任準備金補正※2 繰延新契約費※3

2,025
＋328

＋2,098

＋1,080 5,532

2023年度第1四半期
純資産（J-GAAP）

2023年度第1四半期
修正純資産
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第1四半期末

617

売上高・営業利益率・修正利益

• NDソフトウェア社の買収による統合効果に加え、入居率上昇により、2023年度第1四半期の売上高は+62億円の増収

2021年度 2022年度 2023年度

（予想）

2022年度

第1四半期

2023年度

第1四半期

NDソフトウェア社統合効果（＋47億円）や

入居率の上昇が主因

介護・シニア事業の売上高・営業利益率の推移

売上高
（億円）

1,361
1,498

第1四半期の推移

営業利益率

5.5％

6.7％

5.0％

6.3％

8.1％

1,788

367 429

2021年度 2022年度 2023年度

（予想）

2022年度

第1四半期

2023年度

第1四半期

介護・シニア事業の修正利益の推移

59 59

第1四半期の推移

70

14 14

＋62

NDソフトウェア社統合による

影響が主因

＋0

＋1.3pt

NDソフトウェア社統合による増加を

ネクサスケア社統合の税効果剥落が相殺

（億円）
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グループ 国内損保 海外保険 国内生保 介護・シニア ERM
（参考）入居率・事業所数

42

70%

75%

80%

85%

90%

95%

100%

2015年4月 2018年4月 2023年4月

2023年度
第1四半期末実績

92.9％

※1 入居率＝ 入居者数 ÷ 施設定員数
※2 旧SOMPOケア・旧SOMPOケアネクストの入居率を統合して記載

入居率※1※2の推移（SOMPOケア）

2023年度末予想
94.8％

2020年度 2023年度

（予想）

事業所数※3の推移（SOMPOケア）

※3 新規開設数およびM&Aから廃止した事業所数を除いた数

452

居住系事業所数 在宅系事業所数

＋21

ネクサスケア社のM&Aが主因

473

2020年度 2023年度

（予想）

558

660

＋102

訪問看護、訪問介護を中心に新規開設

第1四半期末

470

第1四半期末

617
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ESR（99.5%VaR）

44

• 株式リスク・金利リスクの削減等により、ESR水準は2023年3月末対比で5pt上昇の228%

ESR（99.5%VaR）の感応度分析（2023年6月末時点）

228%

株価
（国内）

米国
金利

為替

30%上昇

30%低下

50bp上昇

50bp低下

10%円安

10%円高

＋3pt

△5pt

＋0pt

△4pt

△2pt

＋2pt

200%水準

円
金利

50bp上昇

50bp低下

＋1pt

△2pt

（参考）市場環境 2023年6月末 （増減※2）

国内株価（TOPIX） 2,288.60 （＋14.2%）

国内金利（30年国債利回り） 1.26% （△4bp）

米国金利（10年国債利回り） 3.83% （＋37bp）

為替（米ドル円レート） 144.99円 （＋8.6%）

※2 2023年3月末対比

ESR（99.5%VaR）※1の推移

※1 ソルベンシーⅡに準拠した算出方法

株式リスク 政策株式削減 333億円／700億円

金利リスク 超長期債券投入額 749億円／3,000億円

リスク削減取組み（年度目標進捗）

ターゲット
レンジ

270%

200%

2023年3月末 2023年6月末

市場変動要因
＋1pt223%

228%

その他要因
＋5pt

•株式・金利リスク削減 ＋3pt
•利益の積み上げ ＋2pt
・その他 △1pt

•株価変動 ＋2pt
•為替変動 ＋1pt
•国内外金利変動等 △2pt
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（参考）実質自己資本・リスク量のブレークダウン

45

2023年3月末 2023年6月末 2023年3月末

実質自己資本※1

（兆円）

※1 実質自己資本＝単体BS純資産合計額＋保有契約価値－のれん等

＋時価評価しない資産の含み損益＋資本性準備金等＋負債性資本調達手段等

※2 価格変動準備金、異常危険準備金等（税引後）

※3 時価評価しない資産を含めた有価証券等の含み損益

※4 単体BS純資産合計額に生損保の保有契約価値等を加算（のれんや非支配株主持分等は控除）

経済価値ベース純資産※4

（除く、資産の含み損益）

負債性資本調達手段等

資産の含み損益※3

資本性準備金等※2

0.4

0.5

0.7

2.1

3.8

2023年6月末

21%

保険引受
（国内損保）

資産運用
(国内金利)

保険引受
（海外）

保険引受
（国内生保）

グループ
全体の
リスク

グループ
全体の
リスク

分散
効果

△40%

分散
効果

△40%

1.5
兆円

1.6
兆円

23%

8%

14%

17%

14%

資産運用
(国内株式)

資産運用
(その他)

非保険事業

0.4

0.5

0.3

2.1

3.4

※5 リスク量は保有期間1年、99.5%VaRで計測

リスク要因毎のリスク量：リスク要因間の分散効果等控除前（税引前）

グループ全体のリスク：リスク要因毎のリスク量合計－分散効果－税効果

4%

22%

23%

7%

13%

17%

13%

6%

税効果
△13%

税効果
△13%

リスク量※5
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国債

3.2

社債・地方債

0.9

預貯金等

1.3

国内債券

4.2

外国証券

4.2

国内株式

1.4

貸付金

0.4

その他※

0.5

（参考）資産運用ポートフォリオ（グループ連結ベース運用資産）
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合計
12.4兆円

※ “その他”は土地・建物、非連結子会社株式など

（兆円）

運用資産額（2023年6月末、グループ連結ベース） グループ資産格付構成（2023年6月末）

5.0% 5.8%
3.8% 4.0%

10.8% 10.7%

74.1% 73.5%

6.3% 6.0%

2023年3月末 2023年6月末

AAA

A

AA

BBB

BB以下

投資適格
（BBB以上）

94.2％

投資適格
（BBB以上）

95.0％



概要 事業別詳細

グループ 国内損保 海外保険 国内生保 介護・シニア ERM

2023年度第1四半期 2023年度

（実績） （対前年増減） （予想） （事業別ROE）※4

国内損保事業 351 △12 800 5.4%

海外保険事業 347 ＋146 1,500 12.3%

国内生保事業 99 ＋41 400 6.2%

介護・シニア事業 14 ＋0 70 5.3%

デジタル事業等 5 ＋2 20 -

合計（修正連結利益） 818 ＋178 2,800 -

修正連結ROE※3 - - 10％以上 -

ROE（J-GAAPベース） - - 12.1% -

（参考）経営数値等
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修正連結利益※1の定義

国内損保事業

国内生保事業

介護・シニア事業

海外保険事業

※1 事業部門別修正利益は、一過性の損益またはグループ会社配当等の特殊要因を除く
※2 一過性の変動要素を除いたOperating Income（＝当期純利益－為替損益－有価証券売却・評価損益－減損損失等）
※3 修正連結ROE＝修正連結利益÷修正連結純資産（分母は、期首・期末の平均残高）

修正連結純資産＝連結純資産（除く国内生保事業純資産）＋国内損保事業異常危険準備金等（税引後）＋国内損保事業価格変動準備金（税引後）＋国内生保事業修正純資産
国内生保事業修正純資産＝国内生保事業純資産（J-GAAP）＋危険準備金（税引後）＋価格変動準備金（税引後）＋責任準備金補正（税引後）＋未償却新契約費（税引後）

※4 事業別ROE＝事業部門別修正利益÷各事業への配賦資本（事業に属する会社の連結純資産合計またはリスクモデルに基づく必要資本。期首・期末の平均）
事業別ROEは、各事業特性を踏まえ異なる定義で各々設定しているため、事業間比較には適さず、各事業の進捗モニタリングを通じて修正連結ROEおよび各事業別ROE目標値の達成確度を高めることを目的に導入

（単位：億円）

当期純利益
＋異常危険準備金繰入額等（税引後）
＋価格変動準備金繰入額（税引後）
－有価証券の売却損益・評価損（税引後）

Operating Income※2

なお、持分法適用関連会社は、原則当期純利益

当期純利益
＋危険準備金繰入額（税引後）
＋価格変動準備金繰入額（税引後）
＋責任準備金補正（税引後）
＋新契約費繰延（税引後）
－新契約費償却（税引後）
－有価証券の売却損益・評価損（税引後）

当期純利益

デジタル事業

当期純利益
－投資に関する売却損益・評価損（税引後）

その他事業

経営数値等
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（参考）過去の業績進捗状況
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0％ 25％ 50％ 75％ 100％

2019年度

1Q
35％

2Q
47％

3Q
74％2020年度

1Q
34％

2Q
57％

3Q
78％2021年度

1Q
42％

2Q
33％

3Q
55％

2018年度

2022年度

過去5年の
平均進捗率

（対年度末実績）

2Q
46％

3Q
69％

年度末
100％

1Q
40％

1Q
63％

2Q
25％

3Q
54％

1Q
36％

2Q
55％

3Q
70％

四半期の進捗率（連結修正利益）

2023年度

1Q
29%



ＩＲ室

【お問い合わせ先】

URL

電話番号

email      

： 03-3349-3913

： ir@sompo-hd.com

： https://www.sompo-hd.com/

将来予想に関する記述について

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提
に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。


